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茨城県から得られた北限記録の魚類 14種

外山太一郎 1・棟方航平 2・山崎和哉 3

Fourteen species of southern fishes, Myripristis kochiensis 
Randall and Yamakawa, 1996, Hippichthys (Hippichthys) spici-
fer (Rüppell, 1838), Pristiapogon kallopterus (Bleeker, 1856), 
Lutjanus fulvus (Forster, 1801), Chaetodon melannotus Bloch 
and Schneider, 1801, Centropyge vrolikii (Bleeker, 1853), Pyc-
nochromis margaritifer (Fowler, 1946), Abudefduf sexfasciatus 
(Lacepède, 1801), Cirripectes castaneus (Valenciennes, 1836), 
Oxyurichthys cornutus McCulloch and Waite, 1918, Oxyurich-
thys lonchotus (Jenkins, 1903), Ctenochaetus striatus (Quoy and 
Gaimard, 1825), Bothus pantherinus (Rüppell, 1830) and Lacto-
ria fornasini (Bianconi, 1846), were collected from Ibaraki Pre-
fecture, Pacific coast of Honshu Island, Japan. These specimens 
represent the first record of each species from Ibaraki Prefecture 
and the northernmost records in Japan.
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 Abstract

茨城県は本州中央部の太平洋側に位置し，沿岸域は暖

流である黒潮と寒流である親潮の両方の影響を受ける（友

定・久保，1980；久保，1988）．近年，本県沖を含む東北

太平洋側海域では，親潮第一分枝の流量が年々減少傾向に

ある一方で（Kuroda et al., 2020），黒潮続流は北上傾向に

ある（Kawakami et al., 2023）．そのような中，茨城県沿岸

域および県内の河川河口域ではこれまで記録のなかった

南方系・暖水性魚類の報告が相次いでいる（例えば，大

森・外山，2020；外山ほか，2021a, b；小林ほか，2022；

棟方ほか，2022；山崎・外山，2023；外山，2024）．この

ように本県沿岸域の海洋環境や魚類相が変化する中，本県

の魚類相データの収集を目的に著者らが 2021年から 2023

年にかけて茨城県沿岸域および河川河口域において採集

調査を行ったところ，ナミマツカサ Myripristis kochiensis 

Randall and Yamakawa, 1996，カワヨウジ Hippichthys (Hi-

ppichthys) spicifer (Rüppell, 1838)，カスリイシモチ Pristi-

apogon kallopterus (Bleeker, 1856)， オ キ フ エ ダ イ Lu-

tjanus fulvus (Forster, 1801)，アケボノチョウチョウウオ

Chaetodon melannotus Bloch and Schneider, 1801，ナメラヤッ

コ Centropyge vrolikii (Bleeker, 1853)，シコクスズメダイ

Pycnochromis margaritifer (Fowler, 1946)，ロクセンスズメダ

イ Abudefduf sexfasciatus (Lacepède, 1801)，タテガミカエル

ウオ Cirripectes castaneus (Valenciennes, 1836)，カマヒレマ

ツゲハゼ Oxyurichthys cornutus McCulloch and Waite, 1918，

ミナミサルハゼ Oxyurichthys lonchotus (Jenkins, 1903)，サ

ザナミハギ Ctenochaetus striatus (Quoy and Gaimard, 1825)，

トゲダルマガレイ Bothus pantherinus (Rüppell, 1830)，シマ

ウミスズメ Lactoria fornasini (Bianconi, 1846) の 14種が採

集された．これらは県内で記録がなく，分布の北限を更新

する記録となるため，標本に基づきここに報告する．

材料と方法
採集調査は茨城県沿岸域および県内の河川河口域で

2021年から 2023年にかけて実施した．採集した標本は生

鮮状態でカラー写真を撮影したのち，10%中性ホルマリ

ン液で固定後に水洗し，50%イソプロパノール水溶液中

で保存した．計数・計測方法は中坊・中山（2013）または

明仁ほか（2013）に従った．各部位の計測にはデジタルノ

ギスを用い，0.1 mm単位まで行った．科の帰属，学名お

よび標準和名は本村（2024）に従った．標本に関する情報

は，標本番号，標準体長（以下，体長と記した），採集地点，

採集年月日，採集者の順に記した．報告に用いた標本は，

ミュージアムパーク茨城県自然博物館の動物資料（INM-1）

として登録・保管した．

茨城県から得られた北限記録の魚類 14種のリスト
イットウダイ科 Holocentridae

Myripristis kochiensis Randall and Yamakawa, 1996
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Fig. 1. Fresh specimens of fishes collected from Ibaraki Prefecture, central Honshu, Japan. A: Myripristis kochiensis, INM-1-123918, 
48.8 mm in standard length (SL); B: Hippichthys (Hippichthys) spicifer, INM-1-123898, 94.6 mm SL; C: Pristiapogon kallopterus, 
INM-1-123904, 42.9 mm SL; D: Lutjanus fulvus, INM-1-123893, 47.1 mm SL; E: Chaetodon melannotus, INM-1-123897, 34.0 
mm SL; F: Centropyge vrolikii, INM-1-123917, 27.2 mm SL; G: Pycnochromis margaritifer, INM-1-123909, 24.6 mm SL; H: 
Abudefduf sexfasciatus, INM-1-123902, 29.9 mm SL; I: Cirripectes castaneus, INM-1-123910, 44.5 mm SL. Photos by T. Toyama 
and K. Munakata.
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ナミマツカサ　（Fig. 1A）

標本　2個体：INM-1-123918，体長 48.8 mm，茨城県ひ

たちなか市磯崎町 磯崎漁港，2023年 10月 14日，外山太

一郎；INM-1-123919，体長 44.8 mm，茨城県ひたちなか市

磯崎町 磯崎漁港，2023年 10月 14日，山崎和哉．

同定　本標本は下顎が上顎よりわずかに前に出ること，
下顎の歯塊が 1対であること，吻長が短く，頭長が吻長

の 5.1–5.3倍であること，両眼間隔が広く，頭長が両眼間

隔の 4.0–4.2倍であること，瞳孔の上方が黒いこと，鰓蓋

膜の黒色域が主鰓蓋骨棘の下方まで広がること，鰓耙数が

33–34であること，背鰭棘数が 11であり，第 10棘と第 11

棘の間が完全に分離すること，生時に背鰭棘条部が一様に

赤色であること，胸鰭腋部に小鱗があること，鱗は表面が

滑らかであること，側線より背方の鱗の後縁が赤褐色であ

ること，側線有孔鱗数が 28であることなどが，林（2013a）

が示したナミマツカサの特徴とよく一致したため，本種に

同定された．

分布　八丈島，茨城県，千葉県館山湾，三浦半島南西
部，伊豆半島東岸から鹿児島県内之浦にかけての太平洋沿

岸，薩摩半島，山口県日本海側，宇治群島，硫黄島，竹島，

黒島，馬毛島，種子島，屋久島，奄美大島，沖縄島から記

録されている（林，2013a；本村ほか，2013; Motomura et 

al., 2015；江口・本村，2016; Motomura and Harazaki, 2017；

下光ほか，2019；園山ほか，2020; Jeong and Motomura, 

2021；岩坪ほか，2022；工藤ほか，2022；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は三浦半
島南西部であった（工藤ほか，2022）．したがって，本研

究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限

記録となる．

ヨウジウオ科 Syngnathidae

Hippichthys (Hippichthys) spicifer (Rüppell, 1838)

カワヨウジ　（Fig. 1B）

標本　2個体：INM-1-123898，体長 94.6 mm，茨城県日

立市河原子町 河原子漁港，2022年 8月 5日，丹野晶博・

外山太一郎；INM-1-123911，体長 114.6 mm，茨城県日立

市久慈町 茂宮川河口，2021年 10月 5日，棟方航平．

同定　本標本は吻背面の中央隆起線および体の各隆起
線が円滑であること，主鰓蓋骨の隆起線が発達すること，

躯幹部と尾部の上隆起線が不連続で，下隆起線が連続する

こと，躯幹部の中央隆起線の後部が腹側に向かうこと，腹

部の中央隆起線がよく発達すること，総体輪数が 52–54で

あること，躯幹部に白色横帯があること，背鰭起部が第 2

尾輪上にあることなどが，瀬能（2013）が示したカワヨウ

ジの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

分布　国内では茨城県，千葉県小櫃川から種子島・屋
久島にかけての太平洋沿岸，琉球列島から，国外では台湾，

海南島，紅海を含みサモア諸島までのインド −太平洋か

ら記録されている（瀬能，2013；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は千葉県
小櫃川であった（瀬能，2013）．したがって，本研究で得

られた標本は茨城県初記録であり，これらのうち日立市河

原子町で得られた標本は本種の分布北限記録となる．

テンジクダイ科 Apogonidae

Pristiapogon kallopterus (Bleeker, 1856)

カスリイシモチ　（Fig. 1C）

標本　3 個体：INM-1-123904，体長 42.9 mm，INM-1-

123905，体長 40.2 mm，茨城県ひたちなか市磯崎町 磯崎漁

港，2021年 9月 14日，棟方航平；INM-1-123906，体長

28.6 mm，茨城県ひたちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 9

月 21日，棟方航平．

同定　本標本は上顎の後端が眼の後縁に達しないこと，
前鰓蓋骨後縁が強い鋸歯状であること，鰓耙数が 13–14で

あること，第 1背鰭が 7棘であること，側線有孔鱗数が

25であること（INM-1-123906は破損のため未計数），体

側に 1暗色縦帯があり，体後半に向かうにつれて細くな

らないこと，第 2背鰭基底部に鞍掛状の暗色斑があるこ

と，尾柄に 1黒色斑があり，側線の上方に位置すること，

尾柄周囲鱗数が 13であること（INM-1-123906は破損のた

め未計数）などが，林（2013b），Gon and Randall (2003) お

よび Abe et al. (2023) が示したカスリイシモチ Pristiapogon 

kallopterusの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

分布　国内では茨城県，伊豆半島東岸，伊豆諸島，小
笠原諸島，和歌山県白浜・串本，宮崎県門川町，屋久

島，琉球列島から，国外では台湾南部，紅海を含みイー

スター島を除くインド −太平洋から記録されている（林，

2013b；村瀬ほか，2021；本田ほか，2024；本研究）．

備考　林（2013b）はカスリイシモチの標徴として体

長が体高の 2.6–2.9倍であることを挙げ，形態的に類似す

るユカタイシモチ Pristiapogon exostigma (Jordan and Starks, 

1906) およびヒトスジイシモチ Pristiapogon fraenatus 

(Valenciennes, 1832) では体長が体高の 3.1–3.3倍であると

したが，観察標本においては 3.0–3.2倍であり，林（2013b）

のカスリイシモチの記述と一致せずユカタイシモチおよび

ヒトスジイシモチの範囲に近かった．しかし，本種は体長

10 cmに達する一方で（林，2013b），観察標本は 28.6–42.9 

mmと小型であり，体長 /体高比の相違は成長段階に起因

するものと推測された．これまで知られていた本種の分布

北限は伊豆半島東岸であった（本田ほか，2024）．したがっ

て，本研究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の
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分布北限記録となる．

フエダイ科 Lutjanidae

Lutjanus fulvus (Forster, 1801)

オキフエダイ　（Fig. 1D）

標本　1個体：INM-1-123893，体長 47.1 mm，茨城県日

立市河原子町 河原子漁港，2021年 8月 29日，外山太一郎・

外山怜子．

同定　本標本は上顎歯が比較的大きいこと，鋤骨歯帯
の中央部が後方へ突出しないこと，頭長が眼下骨幅の 8.1

倍であること，頭部に青色縦線が 2本のみあること，眼前

部に顕著な溝がないこと，眼の中心が体軸より上方にある

こと，第 1鰓弓上枝の鰓耙数が 10であること，背鰭中央

部軟条が著しく伸長しないこと，背鰭軟条数が 14である

こと，背鰭軟条部基部が鱗に覆われること，固定後の背鰭・

臀鰭・腹鰭・尾鰭が淡色であること，体側に黄色縦帯があ

ること，体側に顕著な暗色斑がないこと，体側上後半部に

白色斑がないこと，側線より上方の鱗列が斜め上後方へ向

かうこと，体側下半部の鱗が体軸と平行に走ること，尾柄

部に顕著な暗色または白色斑がないこと，尾鰭が暗色であ

ることなどが，島田（2013a）が示したオキフエダイの特

徴とよく一致したため，本種に同定された．

分布　国内では八丈島，小笠原諸島，硫黄島，茨城県，
房総半島南部，三浦半島，伊豆半島，静岡県沼津，和歌山

県串本，徳島県伊勢田川，愛媛県愛南，高知県以布利，日

向灘，薩摩半島，竹島，種子島，屋久島，口永良部島，琉

球列島，南大東島から，国外では台湾，広東省，海南島，

東沙群島，西沙群島，南沙群島，インド −太平洋（ピト

ケアン島・イースター島を除き，ハワイ諸島は移入）から

記録されている（島田，2013a；本村ほか，2013; Iwatsuki 

et al., 2017；木村ほか，2017；山川ほか，2018; Itsukushima 

and Kano, 2021；是枝ほか，2022; Motomura, 2023；井藤ほか，

2024；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は神奈川
県逗子海岸であった（山川ほか，2018）．したがって，本

研究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北

限記録となる．

チョウチョウウオ科 Chaetodontidae

Chaetodon melannotus Bloch and Schneider, 1801

アケボノチョウチョウウオ　（Fig. 1E）

標本　3個体：INM-1-123897，体長 34.0 mm，茨城県

日立市会瀬町 会瀬漁港，2021年 10月 3日，外山太一郎；

INM-1-123900，体長 28.3 mm，INM-1-123901，体長 21.9 

mm，茨城県ひたちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 8月

24日，棟方航平．

同定　本標本は体形が不等辺四角形に近いこと，吻が
尖ること，眼上部から頭部腹面に達する暗色横帯があるこ

と，背鰭棘数が 12であること，背鰭中央部が著しく高く

ないこと，背鰭軟条が伸長しないこと，臀鰭棘数が 3であ

ること，側線が背鰭基底後端付近で終わること，体側に顕

著な暗色斑および白色斑がなく，幅の狭い暗色斜帯が 10

本以上あること，背鰭軟条部基底から尾柄部にかけて顕著

な暗色帯がないこと，腹鰭が一様に淡色であること，尾柄

部に 1暗色斑があることなどが，島田（2013b）が示した

アケボノチョウチョウウオの特徴とよく一致したため，本

種に同定された．

分布　国内では伊豆諸島，小笠原諸島，茨城県，千葉
県外房，東京湾，三浦半島南西部，相模湾から九州南岸に

かけての太平洋沿岸，熊本県天草，愛媛県伊予，鹿児島湾，

竹島，黒島，種子島，屋久島，口永良部島，琉球列島，南

大東島，尖閣諸島から，国外では台湾，香港，東沙群島，

西沙群島，南沙群島，アラビア海を除くインド −西太平

洋，サモア諸島，ミクロネシアから記録されている（横浜

市港湾局，1988；島田，2013b；本村ほか，2013；岩坪・

本村，2017；木村ほか，2017；工藤ほか，2022；出羽ほか，

2022; Motomura, 2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は東京湾
であった（横浜市港湾局，1988）．したがって，本研究で

得られた標本は茨城県初記録であり，これらのうち日立市

会瀬町で得られた標本は本種の分布北限記録となる．

キンチャクダイ科 Pomacanthidae

Centropyge vrolikii (Bleeker, 1853)

ナメラヤッコ　（Fig. 1F）

標本　2個体：INM-1-123908，体長 20.9 mm，茨城県ひ

たちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 9月 13日，棟方航平；

INM-1-123917，体長 27.2mm，茨城県ひたちなか市磯崎町 

磯崎漁港，2021年 10月 8日，棟方航平．

同定　本標本は涙骨前縁の鋸歯が弱いこと，間鰓蓋骨
下縁が鋸歯状であること，体が臀鰭棘付近以前で淡黄色，

以後で黒色に二分されること，体側に横帯がないこと，体

側中央部鱗の鱗紋の中心が露出部にあること，背鰭棘数が

14であること，臀鰭軟条数が 16であること，尾鰭が円形

で黒色であることなどが，島田（2013c）が示したナメラヤッ

コの特徴とよく一致したため，本種に同定された．

分布　国内では八丈島，小笠原諸島，茨城県，三浦半
島南西部，静岡県大瀬崎，和歌山県串本，高知県柏島，日

向灘，薩摩半島，硫黄島，竹島，馬毛島，種子島，屋久島，

琉球列島，南大東島から，国外では台湾，東沙群島，西沙

群島，南沙群島，インド −マレー海域から西太平洋（フィ
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ジー諸島を除く），ミクロネシアから記録されている（島

田，2013c；本村ほか，2013; Iwatsuki et al., 2017；望月ほか，

2021；岩坪ほか，2022；工藤ほか，2022; Motomura, 2023；

本研究）．

備考　島田（2013c）はナメラヤッコの標徴として，腹

鰭の先端が臀鰭第 1軟条基部に達しないことを挙げたが，

観察標本においては腹鰭の先端が糸状に伸び，臀鰭第 1軟

条基部を越える状態であった．しかし，上述のその他の形

質はナメラヤッコの特徴とよく一致したため，観察標本を

本種と同定した．これまで知られていた本種の分布北限は

三浦半島南西部であった（工藤ほか，2022）．したがって，

本研究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布

北限記録となる．

スズメダイ科 Pomacentridae

Pycnochromis margaritifer (Fowler, 1946)

シコクスズメダイ　（Fig. 1G）

標本　1個体：INM-1-123909，体長 24.6 mm，茨城県ひ

たちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 9月 13日，棟方航平．

同定　本標本は眼上部から後頭部にかけての各鱗に付
属小鱗がないこと，眼下骨系の縁辺が円滑であること，背

鰭軟条数が 12であること，胸鰭基底の大部分を覆う黒色

斑があること，背鰭基底後端より前の体後半部に，暗色部

と淡色部の境界があること，体の後半部に黒色横帯がない

こと，前尾鰭条が棘状であり，上下各 2本ずつあることな

どが，青沼ほか（2013）が示したシコクスズメダイの特徴

とよく一致したため，本種に同定された．

分布　国内では伊豆諸島，小笠原諸島，茨城県，千葉
県館山湾，三浦半島南西部，伊豆半島東岸・西岸，和歌山

県串本，高知県柏島，日向灘，鹿児島湾，薩摩半島，黒島，

硫黄島，竹島，馬毛島，種子島，屋久島，トカラ列島，琉

球列島，南大東島，尖閣諸島から，国外では台湾南部，東

沙群島，南沙群島，西 −中央太平洋（ハワイ諸島を除き

ライン諸島まで），東インド洋（クリスマス島，キーリン

グ諸島）から記録されている（青沼ほか，2013；本村ほか，

2013; Iwatsuki et al., 2017; Jeong and Motomura, 2021；岩坪

ほか，2022；工藤ほか，2022; Motomura, 2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は三浦半
島南西部であった（工藤ほか，2022）．したがって，本研

究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限

記録となる．

Abudefduf sexfasciatus (Lacepède, 1801)

ロクセンスズメダイ　（Fig. 1H）

標本　2個体：INM-1-123902，体長 29.9 mm，茨城県ひ

たちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 8月 24日，棟方航平；

INM-1-123895，体長 19.3 mm，茨城県ひたちなか市磯崎町 

磯崎漁港，2021年 9月 19日，山崎和哉・丹野晶博・藤又

賢司．

同定　本標本は前鰓蓋骨後縁が円滑であること，鰓蓋
上部に黒色斑がないこと，体側に 5本の黒色横帯があるこ

と，背鰭棘数が 13であること，縦列鱗数が 27–28である

こと，前部側線有孔鱗数が 21であること，尾柄背部に黒

色斑がないこと，上下の前尾鰭条が棘状ではないこと，尾

鰭上下両葉に黒色帯があることなどが，青沼ほか（2013）

が示したロクセンスズメダイの特徴とよく一致したため，

本種に同定された．

分布　国内では八丈島，小笠原諸島，茨城県，千葉県
館山湾，東京湾，三浦半島から屋久島にかけての太平洋沿

岸，兵庫県浜坂，長崎県野母崎，薩摩半島，竹島，種子島，

口永良部島，トカラ列島，琉球列島から，国外では済州島，

台湾南部・東北部，澎湖諸島，東沙群島，香港，海南島，

ハワイ諸島とイースター島を除くインド −太平洋から記

録されている（工藤・中村，1994；青沼ほか，2013；木村

ほか，2017；下光ほか，2019; Jeong and Motomura, 2021；

岩坪ほか，2022; Motomura, 2023；本研究）．

備考　青沼ほか（2013）はロクセンスズメダイの標徴

として，涙骨を含む眼下骨上に鱗があることを挙げたが，

INM-1-123895（体長 19.3 mm）においては涙骨を含む眼下

骨上に鱗が全くなく，INM-1-123902（体長 29.9 mm）で

は眼の後縁付近の眼下骨のみが被鱗し，涙骨および眼下

骨前部に鱗がない状態が観察された．しかし，本種は体

長 14 cmに達する一方で（青沼ほか，2013），観察標本は

19.3–29.9 mmと小型であり，これらの特徴は未発達あるい

は発達途中であると推測された．これまで知られていた本

種の分布北限は東京湾であった（工藤・中村，1994）．し

たがって，本研究で得られた標本は茨城県初記録であり，

本種の分布北限記録となる．

イソギンポ科 Blenniidae

Cirripectes castaneus (Valenciennes, 1836)

タテガミカエルウオ　（Fig. 1I）

標本　1個体：INM-1-123910，体長 44.5 mm，茨城県ひ

たちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 9月 13日，棟方航平．

同定　本標本は頭部正中線に皮弁がないこと，頤に皮
弁がないこと，上顎に犬歯がないこと，項部皮弁の上半部

と下半部が連続せず，ともに基底が長く，下半部の基部が

薄いこと，前鰓蓋管の開孔部が単純であること，鰓孔が大

きく，左右の鰓膜が峡部を横断して連続すること，背鰭が

低く中央部に欠刻があること，背鰭が 12棘 14軟条である

こと，臀鰭が 2棘 15軟条であること，胸鰭が 15軟条であ
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ること，腹鰭が 1棘 4軟条であること，尾鰭軟条の大部分

が分枝することなどが，藍澤・土居内（2013）が示したタ

テガミカエルウオの特徴とよく一致したため，本種に同定

された．

分布　国内では伊豆大島，八丈島，小笠原諸島，茨城県，
三浦半島南西部，伊豆大島，和歌山県白浜，高知県横浪半島・

柏島，愛媛県室手，日向灘，種子島，屋久島，口永良部島，

琉球列島から，国外では台湾北部・北東部・南部，南沙群島，

インド −西太平洋の熱帯域から記録されている（Senou et 

al., 2006；藍澤・土居内，2013; Iwatsuki et al., 2017；木村ほか，

2017；工藤ほか，2022; Motomura, 2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は三浦半
島南西部であった（工藤ほか，2022）．したがって，本研

究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限

記録となる．

ハゼ科 Gobiidae

Oxyurichthys cornutus McCulloch and Waite, 1918

カマヒレマツゲハゼ　（Fig. 2A）

標本　2 個体：INM-1-123912，体長 43.0 mm，INM-1-

123913，体長 28.6 mm，茨城県日立市みなと町 瀬上川河口，

2021年 10月 9日，棟方航平．

同定　本標本は眼上に短い糸状の皮弁があること，体
側背部各鱗の多くに 1黒色点があること，第 1背鰭の第 1

棘条が糸状に長く伸長すること，背鰭および胸鰭に顕著な

暗色点列があることなどが，渋川ほか（2017）が示したカ

マヒレマツゲハゼの特徴とよく一致したため，本種に同定

された．

分布　国内では茨城県，千葉県鴨川，神奈川県田越川，
静岡県波多打川・太田川，和歌山県南部，徳島県那賀川，

高知県松田川，薩摩半島，種子島，屋久島，琉球列島から，

国外では台湾南部，フィリピン諸島，スラウェシ島，オー

ストラリア北岸・北東岸，フィジー諸島，サモア諸島から

記録されている（武内ほか，2011；明仁ほか，2013；山川

ほか，2020；岩坪ほか，2022；岡村ほか，2022；鎗田ほか，

2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は神奈川
県田越川であった（山川ほか，2020）．したがって，本研

究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限

記録となる．

Fig. 2. Fresh specimens of fishes collected from Ibaraki Prefecture, central Honshu, Japan. A: Oxyurichthys cornutus, INM-1-123912, 
43.0 mm in standard length (SL); B: Oxyurichthys lonchotus, INM-1-123914, 50.0 mm SL; C: Ctenochaetus striatus, INM-1-
123903, 36.9 mm SL; D: Bothus pantherinus, INM-1-123894, 33.7 mm SL; E: Lactoria fornasini, INM-1-123916, 31.2 mm SL. 
Photos by T. Toyama and K. Munakata.
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Oxyurichthys lonchotus (Jenkins, 1903)

ミナミサルハゼ　（Fig. 2B）

標本　1個体： INM-1-123914，体長 50.0 mm，茨城県日

立市みなと町 瀬上川河口，2021年 10月 9日，棟方航平．

同定　本標本は眼上に糸状の皮弁や瘤状の肉質突起が
なく，ほぼ円滑であること，鰓条部に黒色斑があること，

体側背部の被鱗域前端が項部側面に達しないこと，胸鰭基

部の黒色斑が上半部に偏ること，体側の後半に櫛鱗がある

こと，体側の臀鰭基底上方に数本の暗色横帯があること，

尾鰭の暗色斑が不明瞭な不定形で体側の斑紋とほぼ同色で

あることなどが，明仁ほか（2013）および渋川ほか（2017）

が示したミナミサルハゼの特徴とよく一致したため，本種

に同定された．

分布　国内では小笠原諸島父島・母島，茨城県，千葉
県鴨川，神奈川県田越川，静岡県菊川，三重県紀北，和歌

山県田並川，高知県四万十川・幡多郡大月町，宮崎県門川

町，薩摩半島，種子島，屋久島，口永良部島，琉球列島か

ら，国外では台湾南部，ベトナムニャチャン，フィリピン

諸島，アンボン島から記録されている（明仁ほか，2013；

山川ほか，2017；山川ほか，2018；村瀬ほか，2021；岩坪

ほか，2022；岡村ほか，2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は神奈川
県田越川であった（山川ほか，2017）．したがって，本研

究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限

記録となる．

ニザダイ科 Acanthuridae

Ctenochaetus striatus (Quoy and Gaimard, 1825)

サザナミハギ　（Fig. 2C）

標本　1個体：INM-1-123903，体長 36.9 mm，茨城県ひ

たちなか市磯崎町 磯崎漁港，2021年 8月 24日，棟方航平．

同定　本標本は顎歯が口内側に倒すことができ，その
幅は狭く先端の片側のみが鋸歯状であること，眼の周辺に

黄橙色の小斑が散在するが，頬部全体には広がらないこと，

体側に淡色の細い縦帯が多数あること，背鰭棘数が 8であ

ること，腹鰭が 1棘 5軟条であること，背鰭基底後端に 1

黒色斑があること，臀鰭基底後端に黒色斑がないこと，尾

柄部に折りたためる 1棘があることなどが，島田（2013d）

および本村ほか（2019）が示したサザナミハギの特徴とよ

く一致したため，本種に同定された．

分布　国内では八丈島，小笠原諸島，硫黄島，南硫黄
島，茨城県，千葉県館山湾，三浦半島南西部，静岡県大瀬

崎，伊豆半島下田，和歌山県串本，高知県横浪，愛媛県宇

和海，薩摩半島，種子島，屋久島，琉球列島，南大東島

から，国外では台湾南部，東沙群島，西沙群島，南沙群

島，インド −太平洋（ハワイ諸島・マルケサス諸島・イー

スター島を除く）から記録されている（東ほか，1989；島

田，2013d；是枝ほか，2022；工藤ほか，2022; Motomura, 

2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は三浦半
島南西部であった（工藤ほか，2022）．したがって，本研

究で得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限

記録となる．

ダルマガレイ科 Bothidae

Bothus pantherinus (Rüppell, 1830)

トゲダルマガレイ　（Fig. 2D）

標本　1個体：INM-1-123894，体長 33.7 mm，茨城県日

立市河原子町 河原子漁港，2021年 8月 28日，外山太一郎・

山崎和哉．

同定　本標本は口の後端が下眼の前縁を超えるが後縁
は超えないこと，下顎に顕著な犬歯がないこと，両眼間隔

が広いこと，両眼間隔に骨質隆起がなく完全にくぼむこと，

背鰭が 89軟条であること，背鰭第 1軟条が遊離せず第 2

軟条より短いこと，臀鰭軟条数が 69であること，有眼側

の胸鰭が 10軟条であること，腹鰭基底は無眼側より有眼

側がかなり長く，有眼側腹鰭第 4軟条が無眼側腹鰭第 1軟

条に対応すること，有眼側腹鰭起部が下眼中心直下にある

こと，有眼側の鱗が側線鱗を除いて櫛鱗であること，側線

鱗数が 78であること，無眼側に側線がないこと，有眼側

の中央部に輪郭の不明瞭な 1暗色斑があることなどが，中

坊・土居内（2013）が示したトゲダルマガレイの特徴とよ

く一致したため，本種に同定された．

分布　国内では八丈島，伊豆大島，小笠原諸島，茨城
県，千葉県館山湾，相模湾，静岡県大瀬崎，三重県志摩，

和歌山県，高知県柏島，日向灘，島根県敬川沖，薩摩半島，

鹿児島県出水，甑島列島，馬毛島，種子島，屋久島，琉

球列島から，国外では台湾南部，紅海を含むインド −太

平洋から記録されている（大橋・本村，2011；中坊・土居

内，2013; Iwatsuki et al., 2017；下光ほか，2019；岩坪ほか，

2022; Motomura, 2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は相模湾
であった（中坊・土居内，2013）．したがって，本研究で

得られた標本は茨城県初記録であり，本種の分布北限記録

となる．

ハコフグ科 Ostraciidae

Lactoria fornasini (Bianconi, 1846)

シマウミスズメ　（Fig. 2E）

標本　1個体：INM-1-123916，体長 31.2 mm，茨城県ひ
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たちなか市平磯町 平磯漁港，2022年 7月 30日，棟方航平．

同定　本標本は体の横断面が四角形であること，眼上
棘が短いこと，背隆起が著しく高くないこと，背隆起中央

の棘が鋭く後ろ向きであること，背側隆起と腹側隆起が高

いこと，腹側隆起棘が短いこと，尾鰭が長くないことなど

が，林・萩原（2013）が示したシマウミスズメの特徴とよ

く一致したため，本種に同定された．

分布　国内では伊豆諸島，小笠原諸島，茨城県，千葉
県館山湾，相模湾から九州南岸にかけての太平洋沿岸，長

崎県から薩摩半島にかけての九州西岸，鹿児島湾，竹島，

黒島，種子島，屋久島，琉球列島，東シナ海大陸棚縁辺部

から，国外では済州島，台湾，中央太平洋，バリ島，スラ

ウェシ島，コモド島，オーストラリア西岸・北西岸・北東岸・

東岸，アルゴア湾からタンザニアにかけてのアフリカ南東

岸から記録されている（林・西山，1980；林・萩原 2013；

本村ほか，2013；岩坪・本村，2017; Jeong and Motomura, 

2021; Motomura, 2023；本研究）．

備考　これまで知られていた本種の分布北限は相模湾
（神奈川県二宮町地先）であった（林・西山，1980）．した

がって，本研究で得られた標本は茨城県初記録であり，本

種の分布北限記録となる．
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